
大阪府柏原市にある“親子ひろばドレミファごんちゃん”は、柏原市の「つどいのひろば事業」
の一つです。安明寺ビハーラの家で、月・水・木の週3回、9時半から15時半まで、“場”の提
供をしています。対象者は、柏原市在住のゼロ歳から就学前の乳幼児と保護者。
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本誌「相談室の窓から」の連載でもお馴染みの青木道忠さんが月に１回、ここで発達相談をし
ています。子育てのちょっと気になること、心配ごとを、輪のなかにいる青木さんが相談に応
じます。そのほかにも月１回、助産師による母性相談も行われています。



もとはスタッフの武富緑さんが知人と始めた子育て交流会が、ごんちゃんのはじまりでした。
わざわざお金をかけなくても、「親子で音楽を楽しむことができたら」「交流することで、悩ん
でいるお母さんに少しでも先が見えたら」と。最近では、高齢者や障害のある人とも交流を広
げています。子育て、人生の先輩として、ごんちゃんではボランティアの方々も重要な役割を
果たしています。



親子ひろばドレミファごんちゃんの“場”を提供している安明寺の大橋紀恵さんもスタッフの
一人です。助産師、看護学校の教員で、僧侶でもあります。「ビハーラ」とはサンスクリット
語で「身も心も安らぐ所、仏教の僧院」という意味。医療、福祉、そして仏教のかかわりを広
めたいと取り組んでいます。地域や社会で孤立している人、人とつながれないで悩んでいる人
たちや、さまざまな年齢層の人にも“場”を提供できれば、と希望が膨らみます。

（写真と文・下野祇園）
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現
在
、
尼
崎
医
療
生
協
の
病
院
と
八
つ
の
診
療
所
で
は
、
無
料
低
額
診
療
事
業
の
届
け
出
推
進
を
進
め

て
い
ま
す
。

無
料
低
額
診
療
事
業
制
度
と
は
、
社
会
福
祉
法
の
第
二
条
第
三
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
「
生
活
困
窮
者

の
た
め
の
無
料
又
は
低
額
な
料
金
で
診
療
を
行
う
事
業
」
の
こ
と
で
、
第
二
種
社
会
福
祉
事
業
と
し
て
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
は
国
民
皆
保
険
制
度
の
国
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
地
域
の
現
実
は
、
生
活
困
窮
で
無
保
険
状
態

に
な
っ
て
い
る
人
、
外
国
人
労
働
者
等
、
保
険
を
持
っ
て
い
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
高
齢
者
に
一
層
の
生
活
困
難
を
持
ち
込
み
ま
し
た
。

生
協
病
院
で
は
無
料
低
額
診
療
事
業
を
届
け
出
て
、
こ
の
よ
う
な
地
域
の
皆
さ
ん
の
命
や
健
康
を
守
る

こ
と
に
向
き
合
っ
て
い
く
こ
と
を
進
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
兵
庫
県
で
は
こ
の
制
度
を
実
施
し
て
い
る
医
療
機
関
が
非
常
に
少
な
い
の
で
す
。
政
令
指
定

都
市
の
神
戸
市
以
外
で
は
淡
路
島
に
一
か
所
だ
け
で
、
県
も
前
向
き
な
対
応
を
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
う
い
っ
た
国
の
指
導
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

一
九
八
七
年
に
政
府
は
「
社
会
情
勢
等
の
変
化
に
伴
い
、
必
要
性
が
薄
ら
い
で
い
る
」
と
、
こ
の
制
度
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地域と病人を守るために、
いつでも直球勝負！

尼崎医療生活協同組合渉外担当次長

榎並　憲治さん

尼
崎
医
療
生
活
協
同
組
合
や
尼
崎
市
全
体
の
社
会
保
障
推
進
の
運
動
に
直
球
勝
負
で
取
り
組
む
榎
並
さ
ん

は
、
も
と
も
と
診
療
放
射
線
技
師
で
し
た
。
患
者
さ
ん
の
命
や
暮
ら
し
、
人
権
保
障
に
向
き
合
う
榎
並
さ
ん

に
、
兵
庫
県
で
は
数
少
な
い
無
料
低
額
診
療
事
業
の
開
始
、
県
立
塚
口
病
院
廃
止
を
や
め
さ
せ
る
取
り
組
み

を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。



の
新
規
事
業
開
始
を
抑
制
し
、
二
〇
〇
一
年
七
月
に
は
社
会
・
援
護
局
長
通
知
と
し
て
、
新
規
の
無
料
低

額
診
療
事
業
の
抑
制
方
針
を
都
道
府
県
に
通
知
し
た
の
で
す
。
一
方
で
は
、「
ホ
ー
ム
レ
ス
の
自
立
の
支

援
等
に
関
す
る
基
本
指
針
」
で
積
極
的
な
活
用
を
謳
っ
て
い
る
も
の
の
、
抑
制
方
針
は
改
め
て
い
ま
せ
ん
。

地
域
で
は
、
下
請
け
や
派
遣
労
働
、
期
間
雇
用
等
の
非
正
規
化
、
失
業
の
増
加
等
で
生
活
困
難
が
広
が

っ
て
い
ま
す
。
医
療
や
介
護
の
費
用
負
担
増
等
も
生
活
を
脅
か
し
て
い
ま
す
。
無
料
低
額
診
療
事
業
は
国

民
の
権
利
保
障
の
事
業
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

昨
年
九
月
末
の
国
会
で
の
小
池
晃
議
員
質
問
は
、
事
業
開
始
に
大
き
く
扉
を
開
か
せ
る
も
の
で
し
た
。

無
料
低
額
診
療
事
業
に
つ
い
て
、
低
所
得
者
等
に
対
す
る
必
要
な
医
療
を
確
保
す
る
う
え
で
重
要
で
あ
る

と
評
価
し
、
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
、
無
料
低
額
診
療
事
業
の
届
出
受
理
の
抑
制
を
改
め
る

こ
と
、
届
け
出
受
理
の
事
務
は
自
治
事
務
で
あ
り
、
最
終
的
に
は
自
治
体
独
自
の
判
断
で
処
理
で
き
る
こ

と
を
明
ら
か
に
さ
せ
ま
し
た
。

現
在
、
全
国
約
二
六
三
か
所
（
二
〇
〇
六
年
度
）
で
事
業
が
行
わ
れ
、
の
べ
六
一
八
万
人
以
上
が
利
用

し
て
い
ま
す
。

地
域
の
医
療
体
制
を
守
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
政
府
は
二
〇
〇
七
年
の
一
二
月
に
、
病
床
利
用
率
が
三

年
連
続
で
七
〇
％
を
下
回
っ
た
公
立
病
院
に
対
し
て
、
病
床
数
の
削
減
や
診
療
所
へ
の
移
行
を
求
め
る
等

の
「
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
決
定
し
、
各
自
治
体
に
押
し
付
け
て
い
ま
す
。
尼
崎
も
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
県
立
塚
口
病
院
の
廃
止
反
対
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
地
域
の
医
療
崩
壊
は
絶
対
に
許

せ
ま
せ
ん
。
塚
口
病
院
を
廃
止
に
す
れ
ば
、
尼
崎
北
部
の
周
産
期
医
療
や
救
急
医
療
が
崩
壊
し
ま
す
。
誰

も
が
本
当
に
安
心
し
て
安
全
な
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
市
民
や
他
の
多
く
の
団
体
と
団
結
し
て
二
〇

〇
九
年
は
大
奮
闘
す
る
覚
悟
で
す
。

えなみ　けんじ
診療放射線技師。1952年生まれ。兵庫県尼崎市社会保障推進協
議会事務局長。兵庫県社会保障推進協議会常任理事。兵庫県民
医連社会保障委員長。

福祉のひろば 09―27
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ご存じですか救護施設（生活保護施設）特集

ご
存
じ
で
す
か

救
護
施
設
（
生
活
保
護
施
設
）

救
護
施
設
は
、
生
活
保
護
法
第
三

八
条
「
救
護
施
設
は
、
身
体
上
又
は

精
神
上
著
し
い
障
害
が
あ
る
た
め
に

日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
困
難
な
要

保
護
者
を
入
所
さ
せ
て
、
生
活
扶
助

を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
と

す
る
」
を
根
拠
と
す
る
保
護
施
設
で

す
。障

害
の
種
類
に
か
か
わ
ら
ず
、
必

要
な
人
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

で
き
る
総
合
的
な
福
祉
施
設
の
機
能

を
持
つ
施
設
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。現

在
、
全
国
で
一
八
六
か
所
（
二

〇
〇
八
年
四
月
）
に
約
一
万
七
〇
〇

〇
人
が
生
活
し
て
い
ま
す
。

特 集
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全
救
協
（
全
国
救
護
施
設
協
議
会
）
で
は
、
二
年
毎

に
全
国
の
施
設
を
対
象
に
し
た
実
態
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
に
よ
る
と
利
用
者
の
障
害
状
況
は
、
身
体
の
み

九
・
三
％
、
知
的
の
み
一
八
・
二
％
、
精
神
の
み
三

〇
・
四
％
、
身
体
＋
知
的
六
・
六
％
、
身
体
＋
精
神

四
・
九
％
、
知
的
＋
精
神
一
三
・
六
％
、
身
体
＋
知

的
＋
精
神
三
・
〇
％
、
そ
の
他
生
活
障
害
五
・
八
％
、

障
害
な
し
・
そ
の
他
七
・
九
％
（
二
〇
〇
七
年
一
〇
月

調
べ
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
平
均
年
齢
は
、
男
性
六
二
・
四
歳
、
女
性
六

三
・
二
歳
で
、
六
〇
歳
以
上
が
六
五
・
六
％
を
占
め
て

い
ま
す
（「
全
救
協
」
Ｈ
Ｐ
よ
り
）。

今
回
の
特
集
で
は
、
関
西
の
二
つ
の
救
護
施
設
を
紹

介
し
ま
す
。

救
護
施
設
に
は
「
こ
れ
が
救
護
施
設
」
と
い
う
標
準

は
な
く
、
総
合
社
会
福
祉
施
設
と
も
言
わ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
そ
の
地
域
の
状
況
（
障
害
者
福
祉
施
設
や
生
活

状
況
等
々
）
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
救
護
施
設
が
保

護
施
設
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
す
。

し
か
し
今
日
の
国
の
社
会
保
障
抑
制
の
攻
撃
は
、
施

設
の
活
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
今
回
の

二
つ
の
施
設
の
紹
介
は
一
八
六
分
の
二
で
す
が
、
各
救

護
施
設
の
お
か
れ
て
い
る
利
用
者
、
職
員
、
事
業
運
営

の
状
況
、
地
域
と
の
か
か
わ
り
、
つ
な
が
り
、
地
域
格

差
が
急
激
に
進
行
し
て
い
る
な
か
で
の
医
療
と
の
連

携
、
憲
法
二
五
条
を
実
践
す
る
施
設
と
し
て
の
願
い
や

思
い
等
に
は
、共
通
す
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

今
回
の
特
集
を
通
し
て
、
ぜ
ひ
多
く
の
皆
さ
ん
が
、

憲
法
二
五
条
や
生
活
保
護
法
三
条
の
規
定
と
共
に
保
護

施
設
と
し
て
の
救
護
施
設
の
存
在
を
、
そ
し
て
、
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
と
は
何
か
を
、
い
っ
し
ょ
に
考
え
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
福
祉
の
ひ
ろ
ば
編
集
主
幹
　
黒
田
孝
彦
）
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温
心
寮
の
個
室
化
構
想
の
ス
タ
ー
ト

は
一
九
九
三
年
ま
で
遡
り
、
一
九
九
八

年
に「
温
心
寮
の
将
来
構
想
に
つ
い
て
」

と
い
う
計
画
で
具
体
化
が
図
ら
れ
ま

す
。
実
に
一
五
年
間
と
い
う
年
月
を
か

け
て
実
現
し
た
の
で
す
。
定
員
二
〇
〇

名
が
生
活
す
る
施
設
の
現
地
建
て
替
え

工
事
で
あ
っ
た
た
め
、
工
事
は
敷
地
の

半
分
ず
つ
を
、
工
期
を
二
期
に
分
け
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
一
五
年
間
の
努
力
が
結
実

一
九
五
二
年
、
当
時
は
四
〇
戸
ほ
ど

の
の
ど
か
な
農
村
地
帯
に
救
護
施
設

`
高
槻
温
心
寮
（
以
下
「
温
心
寮
」）
a

が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
二
〇
〇

三
年
四
月
に
府
立
の
社
会
福
祉
施
設
か

ら
大
阪
福
祉
事
業
財
団
に
移
管
し
、
そ

し
て
昨
年
二
〇
〇
八
年
八
月
に
「
全
室

個
室
化
の
救
護
施
設
」
と
し
て
大
き
く

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

ご存じですか救護施設（生活保護施設）特集

全
国
で
初
め
て
全
室
個
室
化
を
実
現

b高
槻
温
心
寮
a

自
立
は
す
る
け
れ
ど
、
決
し
て
一
人
だ
け
で
生
き
て
い
く
わ
け
で
は
な
い

西
村
に
し
む
ら

憲け
ん

次じ

（
福
祉
の
ひ
ろ
ば
編
集
室
）
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全
室
個
室
化
の
実
現
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